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＜連絡事項＞
・5/19　16：00～定期心電図検査を実施予定です。
・今週の千葉実習は中止となります。来週から通常通り実施します。
・ 第1回法人研修資料・アンケート・レポート用紙について
5/22（日）までに、資料を確認し、アンケート・レポート用紙を教育委員会宛てで返信するようお願い致します。

＜週間予定＞
5/10（火）　長谷川　陽一様　9：00～16：00皮膚科受診

5/11（水）　岡本　将孝様　9：30～外泊

5/12（木）　岡本　将孝様　15：00帰院

5/13（金）　出河　攻様　泌尿器科受診9：00～12：00

＜患者様連絡事項＞

・岡本　将孝様～先週腐敗臭の強い下痢が継続して見られ、脱肛からの出血も確認していた経緯から船場Drの診断を受けている。診察の結果、
　　　　　　　　①腐敗臭の傾向のある下痢便に対して、ツムラ半夏瀉心湯を朝夕食前に内服。
　　　　　　　　②現在、栄養改善目的に摂取しているメイバランスミニを一旦中止。

　　　　　　　　（これらの補助食品には牛乳やヤシ油などの腸粘膜刺激物質が含まれているため）
　　③脱肛に対しては、これまで行っているヘモポリゾン軟膏を継続
　　食事のメイバランスミニは、栄養と相談しすっきりクリミールに変更。
・森　ひで様～船場Dr来棟。臨時薬同内容で2週間分処方。

＜要注目患者様＞

・小坂　君子様～7：00頃自動ドアから出て行こうとする様子見られているが、声掛けに易怒性なく戻る事は出来ています。日課の確認あるが、都度対応にて落ち着いて行動する事はできており、プログラムにも参加されています。
・岡本　将孝様～軽度腹痛を訴えるが、下痢症状はなく経過。悲観的発言聞かれるが食事や日課への拒否はありません。
・上村　みわ様～動作時の骨折部位疼痛訴え聞かれているが、介入への拒否・抵抗なし。
・田中　文男様～10：00療養環境変更目的にて西病棟Ｂユニットから北病棟へ転入。不安感とふらつきの訴え頻回にあるが、都度傾聴にて落ち着いています。食事を拒否する発言あるが、促しにて2/3摂取出来ています。
＜菅野Dr診察＞
・上村　みわ様～他科受診を調整中。本人へも受診意思を確認している。

・長谷川　陽一様～夜間は休めているが、日中にも主に午前中に眠気あり。5/18～朝食後のロラゼパムを中止。
・滝田　英人様～状態について「変わりありません」と報告。夜間の独語については「金の事が落ち着いたから話す必要が無くなりました。後は退院だけです」と訴える。独語について指摘するが、「それは関係ありません」と話し独語している自覚もないとの事。他者トラブルとならないよう気をつけるよう指導されている。
・出河　攻様～昼食後薬を服用すると振戦が悪化すると訴え、減薬希望あり。昼食後のビオスリーを明日から中止とし、本日から夕食後薬にビペリデンを1錠追加。
・中川原　義雄様～フェルビナクスチック2本処方。胃薬の重複服用あり、5/18からファモチジンの処方を中止。
＜新転入患者様情報＞

田中　文男様（72）
主病名：うつ病

身体合併症：白内障

主治医：金Ｄｒ

【経過】

　R2年頃から呼吸苦などの症状がありマナクリニックでうつ病と診断。R3.12月以降は受診していない。R4.3.14全身が苦しいとの訴えで市民病院に救急搬送されたが身体的な問題は無く、希死念慮を訴えている為、当院へ搬送の要請あり、本人同意あり、任意入院となる。　入院後、表情の冴えなさ、悲観的思考、漠然とした不安感の訴えは続いており、必要に応じて不穏時、不眠時の頓服薬を使用している。希死念慮や行動化は無い。食事も概ね全量摂取出来ており、服薬に関しても内服薬について確認あるが、拒否等の問題は無く内服行えている。夜間トイレ覚醒見られ断続的な睡眠。

【緊急時】搬送希望

【インフルエンザワクチン】未接種

【コロナワクチン】1回目：R3.10.5or7　2回目：R3.10.27　3回目：希望あり、未接種

【連絡先】山田氏（友人）電話番号は付箋参照。携帯電話使用許可あり。

【洗濯】業者洗濯

【入浴】自力で可能だが、ふらつきの訴えあり見守りで実施

【その他備考】

・貴重品は本人のロッカー保管
・運転免許証・携帯電話の更新について：運転免許証は2/24で期限切れ。

　携帯電話については3月末で契約切れとなるとの事（3/27本人様より情報提供していただいている）。

　→運転免許証や携帯電話の更新については退院後、本人様が更新するとの事。

・白内障のため馬場眼科を受診。急ぎで処置が必要なものでは無い為、点眼液にて対応する事となり、エピナスチン塩酸塩点眼液が処方となっている。次回受診は点眼液が無くなり次第。
